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第 1学年 自閉症・情緒障害学級 国語科学習指導案 

熊本市立天明中学校

教諭 林  英一  

 

１ 単元名  「大人になれなかった弟たちに…」（光村図書 中学校国語１） 

 

２ 単元の目標 

○読書が，知識や情報を得たり，自分の考えてを広げたりすることに役立つことを理解することができ

る。                                  （言語文化(3)オ）  

○場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に捉えることができる。  

                                     （Ｃ読む(1)イ） 

○言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言語文化を大切にして，思いや考えを

伝え合おうとする。                     （学びに向かう力，人間性等）  

 

３ 単元について 

（１）教材観 

読書は，人生をより豊かなものにするだけでなく，言葉を学び，感性を磨き，表現力を高め，創造力

を豊かにするなど，国語科で育成を目指す資質・能力をより高める重要な活動の一つである。本教材は

戦争という特殊な状況下の話であるが，本文から心情や情景を豊かに想像したり，関連する本や文章を

参照したりすることで，今を生きる生徒たちにも切実感をもって作品世界を追体験することができる。

こうした学習を通して，読書の価値を理解するようにする。 

なお，本教材の出典は絵本である（米倉斉加年（1983）「おとなになれなかった弟たちに…」偕成

社）。絵本は，乳幼児だけでなく，全ての世代で読み味わえる表現媒体として認知されている。読書に

興味をもちにくい生徒も，絵本をきっかけに本に関心をもつことが考えられる。原作とともに，関連す

る絵本も紹介したい。 

 

（２）生徒観 

本学級の生徒は，男子１名,女子１名の少人数である。男児は小学校中学年程度の漢字の読み書きは

できるが，登場人物の心情を読み取ることを苦手としている。女児は登場人物の心情をおおむね理解す

ることはできるが，漢字の読み書きは苦手で小学校低学年程度である。また，２人とも語句の意味など

も，読み進めていく中で，タブレット等で写真や映像を示して理解をサポートする必要がある。 

 

（３）指導観 

○マルチメディアデイジー教科書（音声教材）や教科書会社のコンテンツサイトを活用して，読みの苦

手さを支援する。 

◯タブレット等を活用して，写真や映像を通して情景をイメージしやすいようにする。 

◯必要に応じて教科書にルビを振らせる。 

◯作品を通して，戦争の悲惨さを知り，自分自身の家族の中に苦しい戦争体験を聞いたり，現在も同じ

ような状況に置かれている子どもたちはいないか調べたり，平和について関心をもたせる。 

 

（４）ＥＳＤとの関連 

・本学習で働かせるＥＳＤの視点（見方・考え方） 

多様性…世界にはさまざまな価値観をもつ人々がいること。 

相互性…日本と世界を相互に関わり合っていること。 

連携性…日本と社会は順応・調和し，互いに連携・協力することにより構築されること。  

 

・本学習を通して育てたいＥＳＤの資質・能力 

多面的・総合的に考える力…日本と世界のつながりを理解し，平和を構築するために多面的，総合的

に考える力。 

つながりを尊重する態度 …日本と世界，自分と社会のつながりに関心をもち，それぞれの立場と，

そのつながりを尊重しようとする態度。 
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・本学習で変容を促すＥＳＤの価値観 

人権・文化を尊重する…世界中全ての人々が尊重される平和な世界，社会の構築。 

 

・達成が期待されるＳＤＧｓ 

１６ 平和と公正をすべての人に 

２ 飢餓をゼロに 

３ すべての人に健康・福祉を 

 

 

４ 単元の評価規準 

(ア)知識・技能 (イ)思考・判断・表現 
(ウ)主体的に学習に 

取り組む態度 

○読書が，知識や情報を得た

り，自分の考えてを広げたり

することに役立つことを理解

している。 

○「読むこと」において，場面

の展開や登場人物の相互関

係，心情の変化などについ

て，描写を基に捉えている。 

○登場人物の相互関係，心情の

変化などについて，描写をも

とに積極的に捉え，インタビ

ューやインターネットを通し

て戦争について調べようとし

ている。  

 

 

５ 単元の指導計画（全５時間） 

時 学習活動  学習への支援  評価･備考 

１ ①学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

②太平洋戦争について知っていることを

出し合う。 

 

 

 

③全文を通読する。 

 

④新出漢字や語句の意味を確認する。 

 

・学習の目標を確認させる。 

 

 

 

 

・太平洋戦争について，書籍や映像，地

元の様子，体験談などに触れ，戦争状

況についてイメージがもてるようにす

る。 

 

・教科書会社のコンテンツサイトを活用

して朗読を聴かせる。 

(ア) 

 

 

 

 

タブレット 

 

 

 

ＰＣ 

 

タブレット 

２ ①前時の学習内容を振り返る。 

 

②１の場面(戦時下の生活)を読み取る。 

・｢母｣が食べ物をあまり食べない理由 

・｢僕｣がミルクを盗み飲みした理由 

 

③２の場面（疎開）を読み取る。 

・｢あんなに美しい顔を見たことはあり

ません｣ 

・山あいの村に向かう途中の描写 

 

 

・戦時下でどうにもならない｢悲しみ｣を

抱いていることに気づかせたい。  

 

 

 

・母の顔を美しいと感じたのはなぜか考

えさせる。 

・美しい風景の描写を通して，僕の心情

が表現されていることに気づかせる。 

(イ)(ウ) 

題名にこめられた作者の思いは？ 

なぜ「たちに…」が付いているのか？ 
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３ ①前時の学習内容を振り返る。 

 

②３の場面(ヒロユキの死)を読み取る。 

・白く乾いた一本道 

・｢そのとき,母は初めて泣きました｣ 

 

 

③４の場面（終戦）を読み取る。 

・ひもじかったことと，弟の死は一生忘

れない 

 

 

・帰り道の描写を通して，悲しみに耐え

ている心情に気づかせる。 

・母が初めて泣いたことに注目させた

い。 

 

・戦争の悲惨さをしっかりと理解させ

る。  

(イ)(ウ) 

４ ①前時の学習内容を振り返る。 

 

②作品の時代背景を踏まえて，題名のも

つ意味について考える。 

 

 

 

 

③｢ヒロユキ｣や｢ヒロシマ｣｢ナガサキ｣を

片仮名表記にした作者の意図を考え

る。 

 

 

 

 

④インタビューやインターネットを通し

て平和について調べる。 

 

 

・｢弟たち｣と複数形から｢ヒロユキ｣だけ

に対する思いではないことを確認す

る。 

・この作品が戦争の犠牲者たちに捧げら

れた作品であることを理解させたい。 

 

・片仮名で表記することで，固有の事象

を普遍化しようとした作者の思いに気

づかせたい。 

 

 

 

 

・自分の家族の戦争体験を聴き取らせた

い。 

・ニュース記事等からウクライナやガザ

地区の子どもたちの状況も考えさせた

い。 

(ウ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロイロ 

５ ①前時の学習内容を振り返る。 

 

②調べたことを発表する。 

 

③学習を振り返る。 

 

 

・ロイロにまとめさせておく。 

(ウ) 

 

ロイロ 

 

  

自分の身近に｢僕｣や｢ヒロユキ｣はいないのか？ 

今，世界に｢僕｣や｢ヒロユキ｣はいないのか？ 
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